
担い手の経営発展支援
活動期間：令和2～5年度

高知県
【重点プロジェクト計画】

概要

普及指導員の活動

具体的な成果

１ 新規就農者支援体制の整備
■各市町村毎に新規就農者サポートチームを結成して支援
■新規就農者向け農業基礎講座の開催課・所が増加

R2年度：７普及課・所 →R5年度：9普及課・所

２ 経営発展志向農家への取組支援
■カイゼン手法を活用した作業効率化への取組 のべ14経営体

・外国語を併記した作業標準書の作成（２事例）、重筋作業の軽減
・作業の標準化による人材育成
・４Ｓ活動の実践、調製作業の効率化

３ 農家の経営改善（R2年度～R5年度の累計）
■収量向上（前年比）・・・・217戸/474戸（46%）
■所得向上（前年比）･･･・228戸/474戸（48%）

〇産地の維持、発展には、新規就農者の確保、育成とともに産地の構成員である個々の農業者の経営発展が
課題となっていた。

〇このため、関係機関と共に新規就農者の早期経営安定に向けた支援を行い、経営発展志向農家には先進技
術の導入や経営管理・労務管理手法の改善などの取り組みを支援した。

〇その結果、新規就農者の支援体制が整備され、農業基礎講座の開催課所が増加した。またカイゼン手法を活
用した作業の効率化に、のべ14経営体が取り組んだ。また、Ｒ２～５年度に、のべ228戸の経営が改善された。

普及指導員だからできたこと

• 市町村やJAと協力し、新規就農者サポートチームでの支援体制ができた。
• カイゼンの手法を導入し、作業の効率化に向けて農家の伴走支援を行い、取り組みが広がり始めている。

令和２年
～令和５年

 新規就農者サポートチーム結成の投げかけ
 新規就農者の知識習得に向けた、農業基礎講座の開催
 新規就農者の経営目標の設定支援

市町村やＪＡと連携したサポートチームでの面談により、経営目標を樹立
目標に対する実績の確認及び改善策の実行支援

 経営発展志向農家にカイゼン手法を活用したコンサルを実施。カイゼンの実践を
伴走支援。取組検討会で報告・意見交換し、手法を共有。

Working  contents Conductor diagram; work guidelines

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Standard operation manual　　　　　　（　Oxypetalum 　adjustment work process for ‘Yuage’　）

Before the adjustment
①　Put the flower bucket with the 
       Oxypetalum bundle on the table.

②Remove the lower leaves and the (useless) unnecessary
　　(before the adjustment on the left side　→　after the 
        adjusment place it on the right side)　　With your left 
       hand grab the stem→　pick unnecessary flowers →　 
       remove the lower leaves → 　switch the cut flower from 
       your left to your right hand and put it on the table. 
     

③Clean up the table and prepare 
    some rubber bands. 

④Put 10 stems together and form a bundle 
    (put it together to form an inverted   
      triangular shape).

⑤　Check the length. ⑥　Cut them at the same 
       length with scissors.

⑧　Once twelve bundles are formed, prepare a bucket with hot water. 
⑨　Remove foreign matters(insect)
    ※shake  them in an up-side-down position. ⑩　 Put the twelve bundles in the bucket.

⑦　Band it together with a rubber  band.

using tools

50cm 
stick/ruler

scissors

rubber 
band 

bucket
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高知県 
担い手の経営発展支援 

 
活動期間：令和２～５年度 
 
１．取組の背景 
  産地の維持、発展には、新規就農者の確保、育成とともに産地の構成員で

ある個々の農業者の経営発展が必要である。 
  そのため、関係機関と連携して新規就農者の早期経営安定に向けた支援を

行うとともに、先進技術の導入や経営管理・労務管理手法の改善などを行う

経営発展志向農家の取り組みを支援し、農業経営を管理、運営できる農業者

を育成する。 
 
２．活動内容（詳細） 
１）新規就農者（就農 5年以内）への支援 
①新規就農者サポートチームの結成 
  新規就農者の早期経営安定に向け、各市町村毎にＪＡ、普及等で構成する

サポートチームを結成した。 
②新規就農者向け農業基礎講座の開催地区の拡大 
  新規就農者の早期の知識習得、農業者間の交流を目的とした農業基礎講座

を開催していた地区が多いなか、実施されていない地区については、普及指

導員の担当者会で取組事例について共有し、開催を促した。また、各地区で

の農業基礎講座開催の周知を促した。 
③新規就農者の経営目標の設定 
  新規就農時には就農後５年間の経営計画（目標収量や農業所得）の樹立を  

サポートチームで支援した。また、普及組織には、年間計画だけでなく、月 
別の目標収量、目標販売金額を計画するように投げかけた。 

④個別ヒアリング、コンサルの実施 
  樹立した経営計画に対する実績の確認、改善策の実施に対する助言など、 
栽培面・経営面から支援を行った。 
（R2～R5 年度：対象農家のべ 361 人、支援回数のべ 1,934 回） 

 
２）経営発展志向農家への取組支援 
①先進技術導入、規模拡大、法人志向農家への支援 
  農家のニーズに応じて、環境制御技術等の導入支援、規模拡大に向けた経 
営シミュレーション、法人志向農家への専門家を交えた経営シミュレーショ 
ンや資金繰りのアドバイス等を行った。 

②カイゼン手法を活用したコンサルの実施 
  雇用を導入して経営発展を目指す農家や法人志向農家には、作業の効率化、
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見える化を目的とし、カイゼン手法を用いたコンサルの取組を行った。カイ

ゼン・マイスターによる現地コンサルも交えながら、農家の課題解決に向け

た取組を普及職員が伴走支援した。作業動画の撮影・分析による作業の細分

化、作業効率の数値化を行い、農家と結果を共有して作業標準書の作成や作

業の効率化を支援した。 
また、各経営体の取組の進捗状況や課題については、２カ月に１回程度、

取組検討会を開催して普及組織で共有し、意見交換を行いながらすすめた。

年度末には、取組報告会を開催して結果を共有した。 
 
 
 
 

   
 
 
 
       取組検討会 

作業標準書の例 
 
３．具体的な成果（詳細） 
１）新規就農者への支援 
  各市町村で新規就農者サポートチームが結成され、支援が行われている。

新規就農者向けの農業基礎講座は、９普及課・所で開催されるようになり、

農業者間の交流の場にもなっている。新規就農者の重点的な支援により、の

べ 158 戸が収量向上（前年比）した。  
２）経営発展志向農家への取組支援 
  カイゼン手法を活用した作業効率化への取組をのべ 14 経営体が実施した。 
 外国語を併記した作業標準書の作成や重筋作業の軽減、４Ｓ活動の実践、調 
製作業の効率化などが行われた。また、農家の伴走支援を行い、取組検討会 
で各農家の事例を共有することで、普及職員の知識・経験も深まった。 
 地域の青壮年部の会で、農家からカイゼンの取組事例が紹介されるなど、 
取組が広がりつつある。 

３）農家の経営改善  
  R2～R5 年度に累計 228 戸の農家の所得が向上（前年比）した。 
 
４．農家等からの評価・コメント（安芸市Ａ氏） 

法人化に向けた疑問点や進め方の理解が深まり、法人化することを決意で

きた。また、カイゼンの取組を実践して改善点を見つけることで、今後さら

に作業の効率化ができると思う。 
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５．普及指導員のコメント（環境農業推進課・農業革新支援専門員

・Ｈ氏）   
関係機関と協力し、チームで新規就農者を支援することが定着してきてい

る。農家と信頼関係を築いて収量や経営分析データを共有し、農家のニーズ、

目標達成に向けた助言や伴走支援をすすめていく必要がある。 
 
６．現状・今後の展開等 
  新規就農者や経営発展を目指す農家、それぞれの経営目標の達成に向けた

取組を支援するとともに、優良事例については県域で共有して今後の普及活

動に活かし、産地の維持・発展につなげていく。 
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